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　ペルシア語文化圏で名高い古典詩人の代表格、詩聖ハーフェズ (Khājah Ḥāfiz-i Shīrāzī, 








なる花園の鳥(Ṭāyer-e golshan-e qods)」と喩えた表現に出会った 1。興味を惹かれ調べたところ、
ハーフェズより１世紀ほど前、神秘主義詩の頂点を極めたルーミー (Rūmī/Mawlawī/Mawlānā, 
Jalāl al-Dīn Muḥammad Balkhī, d.1273) 作とされる抒
ガ ザ ル
情詩にこれと同義と思われる「天界の園の















2　[Mowlānā; Shafi‘ī Kadkanī 1387/2008:1368.] 
rūzhā fekr-e man īnast-o hamē shab sokhanam/  
　　　　　　　　　　　　kē cherā ghāfel az aḥvāl-e del-ē khīsh(o)tanam 
を開句とするラマル韻律 (fāʻelāton/faʻelāton/faʻelāton/faʻalon) の抒情詩。
　なお、本抒情詩はルーミーの『シャムス・タブリーズ抒情詩集 (Ghazaliyāt-e Shams-e Tabrīz)』の古い写本
には見当たらないものの、一般にはルーミー作として広く人口に膾炙している。











 6. おお、 楽しきかな、私は愛しき人の許へ飛び























　3 行目では、その神を 3 人称で表し、読者とルーミーが一体となって共に疑問を呈するか
のように語っていく。
　続く第 4 行では、神




マ ア リ フ ァ
秘的直観知に見出し、自分の本来の故郷へ戻ろうとする神的で聖なる側面
が、人間の内には隠れていると信じる神
ア ー リ フ
智家の考え方が反映されている。そして、霊魂が
物質界という暗い牢獄から解放され自由になるためには、自分の立ち位置を識り、救われ
3　ルーミーは自らの『精神的マスナヴィー (Mathnawī-ye maʻnawī)』の冒頭「葦の嘆き」と呼ばれる 18 行
で、霊魂を葦に喩え、還るべき場所は葦原と詠っている。よって、シャフィーイー・キャドキャニーは、こ
の抒情詩がルーミー作であることに疑義を表明している。[Mowlānā Jalāl al-Dīn Muḥammad Balkhī; Moqaddame, 
gozīnesh-o tafsīr-e Shafi‘ī Kadkanī, Moḥammad-reżā 1387/2008:1368-1369.]
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る努力をする必要がある。神
ア ー リ フ
智家が目指すのは、この世という枷からの霊魂の解放と、
神
マ ア リ フ ァ
秘的直観知という光への回帰である。こうしたイ












　9、 10 行目は、創造主たる神への懇願である。9 行目に「息 (dam)」という語が「呼吸す
る (dam zadan)」「一瞬 (yek dam)」と反復して使われているためであろうか、聖典『クルアー
ン』の「それでわれ ( ＝神 ) が、かれ ( ＝人間 ) を形作り、それに霊魂を吹き込んだならば、




タ リ ー カ
面探求の修行道の階梯を経て、そして勉学によって身に
つける知識ではなく神























4　『クルアーン』38( サード ) 章 72 節。
5　 [ ルーミー、1977:439.]
6　Farhang-e Moʻīn, Farhang-e ʻAmīd.
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する「マラクート」という、今この霊魂 (= 鳥 ) がいる世界との違いは何であろうか。
　フランスの哲学者・東洋学者でイランのイスラーム思想に関する優れた研究書や翻訳を
手がけたアンリ・コルバン (Corbin, Henry) によると、イ
イ ル フ ァ ー ン
スラーム神秘主義では、感覚的に
把握不可能な世界である知性界、祖型の世界、質料界／感覚界 ( 我々の生きるこの世界 ) を、










はたらく想像力 (Takhayyul-i faʻāl) による認識がなされる。
　マラクートについては、イ
イ ル フ ァ ー ン
スラーム神秘主義と哲学を融合させることに成功した、イラ










ア ー リ フ
智家や求




イ ル フ ァ ー ン
スラーム神秘主義思想を融合させたのが、スフ
ラワルディーである。彼は、宗教的真実を識るためには、哲学も神










知性 (ʻAql-i surkh)」」、『慶應義塾大学言語文化研究所紀要』第 50 号、1-19 頁。
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えた。いずれか一方だけでは迷いの原因になりうると判断したのである。哲学に精通した
神
ア ー リ フ
智家であれば、まず宇宙の構造と創造、哲学的・宗教的な神
マ ア リ フ ァ
秘的直観知についての哲学
的真実を識った後、イ










イ ル フ ァ ー ン
スラーム神秘主義の階梯を歩むことによって得られる哲学的直



















「流出論」を説いたが、この理論はアリストテレス以外の思想に発する ( プールナームダーリヤーン 2019:6)。
14　 [Ibid., 2.]
15　ムスリム逍遥学派の「流出論」とは、「万物は “ 一者 ” から段階的に流出する」という考え方である。
神からまず第一知性が発出し、その第一知性からは別の三者、すなわち①神についての思惟 ( ＝第二知性 )、





17　慣用的に用いられる英訳は The Country of Notwhere。
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あり、神、存在、世界の流出論や宇宙の構造に関する求道者と老翁との哲学的問答でも
ある。この深紅の髭、深紅の顔の若き老翁は第十知性である。束縛から解き放たれてい

















閉ざし、四本の異なる紐 19 で縛り、それから十人の監視者 20 にわたしを見張るよう命じ













触覚 ) と５つの内的感覚 ( 共通感覚、表象力／保持的想像力、想像力／思考力を含む構成的想像力、評価力、
記憶力 ) をさす。
21　 [Pūrnāmdāriyān 1390/2011:67.] 
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も一致する。
　そして、物語全体を読み通すと次の 3 点が導き出される。
























の想念がなくなり、心の中で神の名を唱えるのみとなった状態が、「ファナー (fanāʼ, 消融 )
である。鷹として描かれている求道者の「わたし」は、このファナーの境地に達したがゆ












ズの「聖なる花園」も同じ意図で使われていると考えられる。スフラワルディーは ṣaḥrā と bostān( 庭園、花
























として登場することで有名である 26 が、ペルシア語神秘主義文学の重要な柱の一つ 27 を担う
アッタール (Farīd al-Dīn Muḥammad ‘Aṭṭār al-Nīshābūrī, 1145?-1221) に、スィームルグが登場す
る傑作がある。イ
イ ル フ ァ ー ン
スラーム神秘主義の内
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究により、明らかである 28。よって、『鳥の言葉』を見る前に、その 2 人の作品にも軽く触
れておきたい。
　イスラームを代表する哲学者・医学者であるイブン・スィーナー ( アヴィセンナ、Abū 
ʻAlī al-Ḥusayn ibn ʻAbd Allāh ibn Sīnā, d.1037) は、霊魂の旅を鳥が山々を越えて飛翔するさまに
喩えて表現した最初の人物である。彼のアラビア語による韻文作品『アインの頌 (Qaṣīdah-
yi‘Aynīyah)』29 では、霊魂は白い鳩に喩えられている。孤独な霊魂は天界から降下し、肉体と
いう罠に囚われてしまい、自らの源を忘れてしまう。霊魂 ( ＝鳩 ) は、肉体という枷の中
で自らの故郷を思い出して嘆き悲しみ、この世という罠を捨て去り故郷に戻る時の到来を
心から願う。縄 ( ＝現世への執着 ) やかぎ爪 ( ＝障壁 ) から放たれ、故郷に戻りたいと強く
願うのである。
　同じくアラビア語によるイブン・スィーナーの『鳥の物語 (Risālat al-Ṭayr)』では、鳥 (= 霊魂 )






マ ア リ フ ァ
秘的直観知 ) を獲得し、足から縄を解いてほしいと王の御前
で頼み、永遠なる真の光の下に留まり続ける物語である 30。
　ムハンマド・ガザーリー (Abū Ḥāmid Muḥammad ibn Muḥammad al-Ṭūsī, d.1111) もアラビア語
で『鳥の物語 (Risālat al-Ṭayr)』を著し、神














28　 [ アッタール 2012:304-305.]
29　アインはアラビア語のアルファベットの一文字。この作品はアインで各詩行の語末が揃えられているた
め、この名がついたと考えられる。


























ス ィ ー・ム ル グ
0 羽の鳥のみである。
　物語の終盤、清貧と自我消滅の谷を越えた 3











近接の太陽 ( 神 ) が彼らの前で光り輝き
　　　　　　　　　　その光で彼らすべての魂は輝いた
それから反射により、現世の 3




ス ィ ー・ム ル グ
0 羽の鳥たちがよく見ると
　　　　　　　　　　疑いなく、この 3
ス ィ ー・ム ル グ
0 羽の鳥があのスィームルグだった 33
32　[Pūrnāmdāriyān 1367/1988:360-361.]
33　[ アッタール 2012:274.] アッタールは、鳥の帝王「スィームルグ」と、ペルシア語で 30 羽の鳥を意味す
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　驚愕の場面である。と同時に、ガザーリーの『鳥たちの物語』のアンカーとの邂逅に酷




























ヌールーカシャ (Vonūrūkasha)、パフラヴィー語でファラーフカルト (Farākhkart) という海 36
にある」と『アヴェスター』には示されている 37。
34　 [Pūrnāmdāriyān 1390/2011:65-81.]


















































































39　Asadī Ṭūsī, Garshāsb-nāmah, p.153. [Pūrnāmdāriyān 1390/2011:68-69.]
40　Khwājū Kermānī, Sām-nāmah, vol.2, pp.181-184. [Ibid.]
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「（アッラーは）天と地の創造者であられ、2 対、3 対、または 4 対の翼をもつ天使たちを、使徒として命名
なされる。・・・」
預言者ムハンマドが天界飛行の際、自らが翼のある大きな姿であると気づくことについては、マイブディー












たちの 1 人だった。洞窟の中で、サーメリーはジャブラーイールの羽から乳を飲んで生き延びた。(Ṭabarī:68, 
386.) サーメリーはジャブラーイールの羽から乳を飲んだおかげで、ジャブラーイールの姿が見えるという
特殊能力を持つようになる。( プールナームダーリヤーン 2019:71-72.)
43　 [Maybudī 1382/2003:vol.5, 484.]
44　 [Ibn Khalaf Nīshābūrī n.d.:405.]
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イ ル フ ァ ー ン
スラーム神秘主義的な多くの内的真実に精通し、非凡な才能をもち、
イ
イ ル フ ァ ー ン
スラーム神秘主義的経験をもつ、アイヌル・クダート・ハマダーニー (ʻAyn al-Qużāt 
Hamadānī, d.1131) は、オリーブの木、涯にあるスィドラ、トゥーバーの木はすべて同一と
考える 48。
　『クルアーン』第 50 章のタイトルであるカーフ (Qāf) は、カーフの山を指し、緑のエメ
ラルドでできた、世界を取り囲む山で、ムハンマドが天界飛行の際に見たとするタフスィー
ル学者もいれば 49、この山のことをアルボルズと称したと明言する地理学者もいる 50。











45　Nāṣif, Al-Shaykh Manṣūr-‘alī Al-Tāj al-Jāmi‘ li-l-Uṣūl, vol.3, Beyrūt, Dār al-Fikr, vol.3, 238. 
[ プールナームダーリヤーン 2019:73.]
46　『クルアーン』53( 星 ) 章、13 ～ 15 節。







49　 [Ṭabarī 1339/1960:vol.1, 192.]
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　アッタールの『鳥の言葉』のスィームルグは、「完全本質 (ṭebāʻ-e tām)」、「マラクート
の私 (man-e malakūtī)」、「より優れた私 (man-e bartar)」という考え方もある 52。30 羽の鳥は
「神」にではなく「彼ら自身」に辿り着いたとする解釈は、アッタールの紡いだ物語の結
末（3





















建築家、数学者、天文学者で詩人として知られたシェイフ・バハーイー (Sheykh Bahāʼī/ 







53　[Ḥāfiẓ-i Shīrāzī 1374/1995:54, 佐々木 2011.]
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ろうか。
　作家、画家で、仏教に高い関心を抱き 1960 年代に来日も果たした現代詩人ソフラーブ・



















55　ペルシア語の hīch は、「無」「何も ( ～ない )」という意味を表す ( 英語の nothing, none, never 等に相当する )、
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Malakūt in Persian Mystic Poetry: Following Sufi’s Spiritual Voyage
Ayano SASAKI
Summary
　　In Persian Mystic poetry, we often see the phrases like “the bird in the holy garden（Ṭāyer-e 
golshan-e qods）” in Hafiz’s ghazal or “the bird in the garden of Malakūt（Morgh-e bāgh-e 
Malakūt）” in Mowlawi’s ghazal. In this paper, we will try to clarify Malakūt, the soul’s true 
world, referring to Suhrawardī’s symbolic stories like “the Story of the Crimson Archangel（ʻAql-i 
surkh）” as Islamic philosophy, ʻAṭṭār’s famous mystic poetry like Conference of Birds（Manṭiq al-
Ṭayr） with Ibn Sīnā’s Ode of ʻAin（Qaṣīdah-yi ʻAinīyah）and also other work, Bird’s story（Risālat 
al-Ṭayr）and Muḥammad Ghazālī’s Bird’s story（Risālat al-Ṭayr）which had a strong influence on 
ʻAṭṭār’s Conference of Birds. We will also try to follow the transformation of Sīmurgh before and 
after the Islamic period, which has been one of the important subjects in Persian literature, and to 
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